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アルカリ前処理によるバイオマ処力 理 イる ス

ルロースの酵素糖化率向酵素 率 上セ ス

目的：バイオマス中のセルロースは強固な結晶構造(セルロース|型)をとっており、酵素糖

化の際の反応時間が長いことが実用上の大きな問題となっています。そこで、セルロースの

結晶構造を改変して酵素糖化効率を向上させる技術開発に取り組みました。

’結果1：アルカリ処理によりパｲｵﾏｽ中のセルﾛー ｽを水和型に改変する技術を開発しました。

アルカリ処理したバガスのX線回折プ

ロファイル。

点線の楕円で囲まれた部分の回折は試

料中の水分に由来します。矢印で示した

回折が11．付近に現れており、水和型セ

ルロースに改変していることが分かりま

す。
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’結果2：水和型セルロースヘの改変により酵素糖化効率が飛躍的に向上しました。

バガスセルロースの酵素糖化率の経時

変化。

アルカリ処理によって調製したセル

ロース水和型はセルロース｜や||より酵

素糖化率が高く、アルカリ処理の効果が

確認できました。
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結果3：構造解析により水和型セルロースの酵素による易分解性の理由を解明しました。

水和型セルロースとセルロースIIの構造

疎水的相互作用によって堆積したセル

ロースシート（楕円）は､水和型セルロー

スとセルロースIIの両構造で保持されて

います。しかし、水和型セルロースはそ

のシート間に水分子を包接しているため、

膨潤した構造になっています。

結果4:水和型セルロース（アルカリ処理バイオマス）の保管条件を確立しました。

結果5：水和型セルロース（アルカリ処理バイオマス）の酵素反応温度条件を確立し

ました。

水和型セルロースは､乾燥によって不可逆にセルロース||へ転移します｡水熱処理をするとセルロー

ス||に転移するので、低温の水に保管する方が良いと考えられました。しかし、50Cでは48時間保

持しても水和構造が幾分維持されていました。50Cでの酵素糖化は37C-^25Cよりも高効率となる

ことが明らかとなりました。
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